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一 

 



 

し
か
る
に
、
こ
う
し
た
難
病
・
奇
病
に
辛
苦
す
る
患
者
は
全
国
に
相
当
数
存
在
す
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
い
ま 

 

だ
に
、
そ
の
実
態
は
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
難
病
の
総
合
的
な
対
策
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。
特 

 
 

に
、
政
府
の
対
策
は
逐
次
拡
大
の
方
向
に
向
か
つ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
対
策
は
個
別
的
・
部
分
的
で
あ
り
、 

 
 

難
病
の
総
合
対
策
は
、
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
強
い
不
満
の
声
と
と
も
に
政
府
の
対
策
強
化
を
望
む
要
請
が
強
く 

聞
か
れ
て
い
る
。 

昭
和
四
十
七
年
、
政
府
は
原
因
不
明
・
治
療
法
の
判
明
し
な
い
難
病
を
初
め
て
国
の
特
定
疾
患
に
指
定
。
以 

 
 

来
、
六
十
二
疾
患
が
情
報
の
収
集
・
調
査
研
究
の
対
象
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ス
モ
ン
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト 

 
 

病
な
ど
二
十
一
疾
患
は
治
療
研
究
も
対
象
と
な
り
、
医
療
費
の
公
費
負
担
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

物
価
騰
勢
の
強
ま
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
難
病
に
罹
患
し
て
い
る
患
者
及
び
介
護
す
る
家
族
の
経
済
的
・
精
神
的 

難
病
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

な
負
担
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
り
、
家
庭
存
立
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
事
例
が
少
な
く
な
い
現
状
か
ら
、 

 

施
策
の
拡
充
強
化
が
緊
要
と
な
つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

難
病
の
患
者
の
中
で
も
、
全
国
的
に
発
病
者
の
ご
く
少
な
い
〝
希
少
患
者
〟
に
対
し
て
は
、
研
究
や
公
費
補 

三 

各
種
の
難
病
の
総
合
対
策
と
し
て
、
調
査
・
研
究
・
検
診
・
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
社
会
復
帰
に 

 
 

 

至
る
ま
で
一
貫
し
て
機
能
で
き
る
難
病
ご
と
の
専
門
の
セ
ン
タ
ー
設
置
が
緊
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
承 

り
た
い
。 

一 

政
府
は
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
種
類
・
患
者
数
の
実
態
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
調 

 
 

査
研
究
班
の
設
置
及
び
調
査
方
法
を
含
め
、
今
後
の
実
態
調
査
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

難
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
患
者
や
障
害
者
の
相
談
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
福
祉
事
務
所
・
児
童
相 

 

談
所
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
潜
在
患
者
の
発
見
、
予
防
対
策
の
確
立
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る 

 

が
ど
う
か
。 

四 

 



 

五 

昭
和
五
十
五
年
度
予
算
に
お
い
て
、
新
た
に
治
療
費
補
助
対
象
に
指
定
追
加
す
る
疾
患
に
つ
い
て
明
ら
か
に 

さ
れ
た
い
。 

六 

現
在
、
難
病
患
者
の
受
療
に
対
応
可
能
な
国
立
病
院
・
国
立
療
養
所
及
び
そ
の
保
有
す
る
専
門
病
床
・
要
員 

 

の
配
置
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
当
面
、
難
病
の
た
め
の
特
定
な
い
し
専
門
病
院
の
整
備 

 

を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

七 

医
療
費
が
高
額
化
す
る
傾
向
の
中
で
、
従
来
の
保
険
医
療
、
公
費
負
担
医
療
の
在
り
方
で
は
、
保
険
外 

 
 

 

負
担
や
介
護
負
担
の
重
圧
が
あ
つ
て
患
者
の
要
望
に
十
分
こ
た
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
難
病
患 

助
の
対
象
に
な
り
に
く
い
と
い
う
差
別
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
部
の
地
方
自
治
体
が
独
自
で
難
病
患
者
に
対 

 

し
、
「
生
活
援
助
金
」
「
見
舞
金
」
な
ど
の
支
給
制
度
を
と
つ
て
い
る
が
、
難
病
に
対
し
て
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で

医
療
問
題
か
福
祉
問
題
か
で
検
討
課
題
と
な
つ
て
い
る
患
者
も
お
り
、
公
平
を
欠
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題 

 

に
対
し
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。 

五 

 



 

九 

現
在
、
公
費
負
担
に
関
し
て
国
・
都
道
府
県
の
負
担
率
は
折
半
で
あ
る
が
、
自
治
体
に
と
り
そ
の
負
担
は 

八 

難
病
患
者
の
中
に
は
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
疾
患
の
よ
う
に
治
療
費
公
費
負
担
制
度
が
年
齢
制
限
に
よ
り
打
ち
切
ら 

れ
る
場
合
が
あ
る
。
同
じ
患
者
が
二
十
歳
以
上
に
な
る
と
入
院
・
通
院
の
治
療
費
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ 

 

と
は
、
患
者
救
済
制
度
の
主
旨
に
矛
盾
し
て
い
る
。
早
急
に
検
討
、
改
定
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。 

者
に
対
し
て
は
、
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
料
、
付
添
婦 

 

料
、
そ
の
他
雑
費
な
ど
保
険
外
医
療
費
が
、
毎
月
、
数
万
円
か
ら
十
数
万
円
も
患
者
の
自
己
負
担
と
な
つ
て
い 

 

る
。
ま
た
、
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
ハ
リ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
通
つ
て
い
る
患
者
も
多
く
、
漢
方
治
療
に
頼 

 

る
患
者
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
医
療
費
は
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
制
度
上
は
無
料
の
は
ず
の
医 

 

療
費
で
さ
え
も
現
実
で
は
患
者
や
家
族
の
高
負
担
を
招
い
て
い
る
。
難
病
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
一
元
化
を
図 

 

る
と
と
も
に
、
治
療
・
看
護
は
国
の
責
任
に
基
づ
く
財
政
措
置
で
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
特 

 

別
立
法
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
承
り
た
い
。 

六 

 



 

十
一 

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
等
の
疾
患
は
学
童
に
多
く
の
患
者
が
み
ら
れ
、
家
庭
療
養
の
た
め
進
級
・
進
学
が
大
変
困
難 

 

と
な
つ
て
い
る
。
特
に
、
治
療
の
た
め
週
二
～
三
回
し
か
登
校
で
き
な
い
学
童
や
、
仮
に
登
校
し
て
も
運
動
が 

 

制
限
さ
れ
て
い
る
学
童
は
、
出
席
日
数
、
体
育
修
得
時
間
の
不
足
か
ら
進
級
・
進
学
が
不
可
能
と
な
つ
て
い 

十 

難
病
専
門
の
病
院
が
少
な
く
、
患
者
の
住
む
県
内
に
専
門
病
院
が
な
い
場
合
、
患
者
は
隣
県
又
は
近
県
の
専 

 

門
病
院
へ
通
院
又
は
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
他
県
の
病
院
の
た
め
国
保
の
三
割
負
担
分
は 

 

患
者
の
一
時
立
替
え
で
、
後
日
、
県
内
で
申
請
し
て
払
戻
し
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
患
者
に
と
つ
て
こ 

 

の
一
時
的
立
替
え
は
重
い
経
済
負
担
と
な
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
保
の
払
戻
し
は
時
に
は
半
年
後
に
な
る
こ 

 

と
も
あ
る
。
各
県
に
病
院
を
最
低
限
建
設
す
る
こ
と
及
び
難
病
患
者
に
対
し
て
ほ
国
保
の
三
割
負
担
分
は
ど
こ 

の
県
で
も
通
用
す
る
よ
う
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

年
々
過
重
に
な
つ
て
お
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。
負
担
率
の
改
善
及
び
在
宅
訪
問
看
護
な
ど 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
承
り
た
い
。 

七 

 



 

 

八 

る
。
こ
の
た
め
、
訪
問
教
育
の
充
実
、
体
育
課
目
の
評
価
、
高
校
入
試
時
の
配
慮
な
ど
、
難
病
児
童
に
対
し
て 

 
 

は
十
分
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。 

十
二 

難
病
患
者
の
就
職
は
新
規
雇
用
も
職
場
復
帰
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
特
に
患
者
は
、
い
つ
再
発
す
る
か 

 

も
知
れ
な
い
疾
患
と
闘
い
な
が
ら
の
職
場
で
あ
り
、
事
業
者
の
深
い
理
解
が
当
然
必
要
と
な
つ
て
く
る
。
こ
う 

 

し
た
難
病
疾
患
者
の
就
職
に
対
し
て
、
政
府
は
生
涯
補
償
の
精
神
に
の
つ
と
り
事
業
者
の
教
育
、
雇
用
の
促
進 

 

を
図
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。
具
体
的
措
置
を
問
う
。 

右
質
問
す
る
。 


